
様式第 2号（第 8条関係） 

審議会等会議録 

会議の名称 第２回加須市魅力ある学校づくり審議会 

開催日時 
令和７年１２月１８日（木） 

午後１時３０分から午後３時１５分まで 

開催場所 加須市役所 本庁舎５階 ５０５会議室 

議長氏名 福田 康宏会長 

出席委員 

福田 康宏会長、飯田 亜貴子委員、江森 藤久委員、 

風間 啓委員、石川 安則委員、羽鳥 善治委員、石原 肇委員、 

町田 彰委員、尾髙 幸江委員、内田 親委員、市川 邦夫委員、 

芳賀 英暢委員、清水 尚雄委員、南條 みぎわ委員、 

砂川 瞳委員、藤間 昌子委員、小海 昭彦委員（１７人） 

欠席委員 寺井 次郎副会長、関根 憲夫委員、外山 真衣委員（３人） 

会議次第 

１ 開会 

２ 会長あいさつ 

３ 議題 

（１） 第１回審議会のおさらい

（２） 他市事例から学ぶ計画策定イメージの共有について

（３） 本市が目指す「魅力ある学校像」のイメージの具体化につ

いて（グループ協議）

（４） 今後の取組について

４ 閉会 

会議資料の名称 

・次第

・資料１  今後の取組について 

・別紙   第１回審議会意見シート 主な意見等 

・協議資料 魅力ある学校像のイメージ

・参考資料 小学校別児童数の将来推計フォーマット案

会議の公開又は 

非公開の別 
公開 

  非公開の理由 

傍聴者の数 ０人 

説明者の職・氏名 
生涯学習部長 斉藤 千恵美、学校教育部長 中島 高広、 

魅力ある学校づくり推進室長 鈴木 大輔 



事務局職員職・氏名 

生涯学習部長 斉藤 千恵美、学校教育部長 中島 高広、 

教育総務課長 矢部 良貴、学校教育課長 髙橋 一也、 

魅力ある学校づくり推進室長 鈴木 大輔、同室主査 渡邉 圭佑、

同室魅力ある学校づくり推進専門員 杉田 勝  

会議録の作成方法 
■ 要点記録

□ 全文記録

その他必要な事項 
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様式第 3号（第 8条関係） 

発言者 会議の内容(発言内容、審議経過、決定事項等) 

事務局 

福田会長 

事務局 

福田会長 

鈴木魅力ある学校

づくり推進室長  

福田会長 

福田会長 

委託事業者（株式

会社ファインコラ

ボレート研究所） 

福田会長 

福田会長 

１ 開会 

２ 会長あいさつ 

以後の議事進行については、福田会長にお願いしたい。 

３ 議題 

（１）第１回審議会のおさらいについて、事務局から説明をお願い

する。 

（資料に基づき説明） 

事務局説明を受けて、ご意見、ご質問があればご発言いただきたい。 

（意見等なし） 

続いて、議題（２）他市事例から学ぶ計画策定イメージの共有につ

いて、基本計画策定支援業務の委託事業者である株式会社ファインコ

ラボレート研究所から説明をお願いする。

（資料に基づき説明） 

事業者説明を受けて、ご意見、ご質問があればご発言いただきたい。 

（意見等なし） 

続いて、議題（３）本市が目指す「魅力ある学校像」のイメージの

具体化について、グループに分かれて意見交換をしていただく。 

委員の皆さんがそれぞれの立場から活発な意見交換が交わされるよ

う、協力をお願いしたい。 

グループ協議には私も参加するため、グループ協議終了までの進行

を事務局にお願いする。 
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鈴木魅力ある学校

づくり推進室長 

中島学校教育部長 

鈴木魅力ある学校

づくり推進室長 

各委員 

鈴木魅力ある学校

づくり推進室長 

Ａグループ（福田

会長） 

Ｂグループ（藤間

委員） 

（グループ協議の進め方について説明） 

（グループ協議を進める上でのポイントについて説明） 

それでは、グループ協議を開始する。 

（３グループに分かれ、グループ協議） 

意見がまとまったようなので、各グループからの発表に移りたい。 

まずＡグループからお願いしたい。 

 「魅力ある学校像１ こどもたちが学ぶ楽しさや喜びを実感し、学び

を通して豊かな社会性を育む学校」については、社会性を育むために

は交流がなければならず、学校の規模につながってくる。 

適正な規模となると、クラス替えができる規模が必要ではないか。 

新たなツールなどを取り入れた新しい教育と交流をもって、豊かな

学び、ひいては楽しい学校生活につながっていくものと考える。 

「魅力ある学校像２ 教職員がともに高め合い、こどもたちの日々の

成長を喜び合う学校」については、教職員の力をつけるということか

と思う。 

若い教員が多くなる中で、ベテランの教員による指導体制のもと、

研修や指導によって教職員の力が高められる学校がよいのではない

か。 

「魅力ある学校像３ 保護者や地域の人たちが信頼を寄せ、地域から

愛される、地域とともに歩む学校」については、みなさん同じ意見で

あったが、地域と学校で相互交流がある、地域の人との交流が展開で

きるような学校が求められる。 

「魅力ある学校像４ 安全・安心で、笑顔あふれる学校」については、

通学路の問題が出てくる。 

安全に通学するためにはどうすればよいか、また、防災訓練で顔見

知りになっておくことも大事である。 

「魅力ある学校像１」については、基礎・基本の徹底と体験活動を

重視した教育課程、それをつなぐ協調性・社会性・生活力がポイント

となるという意見が出た。 

「魅力ある学校像２」については、教職員もだいぶ若くなってきた
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Ｃグループ（小海

委員） 

鈴木魅力ある学校

づくり推進室長 

福田会長 

中で、合唱やスポーツといった面で教職員の学びの場となる交流がほ

しいといった意見が出た。 

「魅力ある学校像３」については、職場体験、部活動の地域移行、

人材バンクの整備、地域の行事にこどもが参加できるようなシステム

が構築できるとよいといったことが挙がった。 

「魅力ある学校像４」については、登下校の安全として、スクール

バスの活用や防犯上の地域の協力といった意見があった。 

放課後の安全、土日・夜間の災害発生時にすぐに動ける学校を中心

とした体制をつくるといった意見が出た。 

キーワードとしては、つなぐ、きずな、交流といったことになると

いった意見が出た。 

「魅力ある学校像１」について、豊かな学びには、意見の交流や多

様な考えに触れる機会が必要であり、それを担保した学校規模が必要

であるとの意見があった。 

「魅力ある学校像２」については、学校の先生が少なくなっている。 

規模によっては人数が多い学校もあるが、先生が担わなくてはいけ

ないことは同じであるので、人数が多い学校の方が働きやすく、人数

が少ないと大変という意見があった。 

「魅力ある学校像３」については、こどもと地域が、校内・校外問

わず一緒に活動する場面がある学校がよい。 

また、保護者と地域、こどもが一緒になって動くことができる学校

が望ましいが、それらをつなぐ結びつきが弱くなっているように感じ

るので、うまく対応できる策があるといい、という意見があった。 

「魅力ある学校像４」については、登下校や通学区の課題が出た。 

安全や安心を担保するためには、人同士がつながっている、地域と

つながっていることが大事である。 

また、施設面で危険なものがあるといけないので修理等しておく必

要がある。 

初めての試みであるグループ協議にもかかわらず、活発な意見交換

により非常に多くの意見を出していただき、感謝する。 

グループ協議が終了したため、議事進行を会長にお戻しする。 

グループ協議での意見は、これからの審議のもとになることは間違

いないだろう。 
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